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SUMMARY

In this paper, we...（SUMMARYは５行以内。終了後２行あけて本文開始。）

１．はじめに

本テンプレートは，関西英語教育学会（以下，KELESと略記）紀要 『英語教育研究（SELT）に投稿する和文の「研究論文」または「研究ノート」を執筆する際に使用する。執筆の際には，このテンプレートに直接書き込むこと。

2. タイトル～SUMMARYまでの執筆の際の注意事項

2.1 タイトル・著者名・所属の書き方

和文原稿の場合は，和文タイトル→１行空白行（設定済み）→和文著者名・所属（投稿時には消去）→１行空白行（設定済み）→英文タイトル→１行空白行（設定済み）→英文著者名と所属（投稿時には消去）  を書く。

著者名と所属は必ずKELESに届け出ているものを記載する。複数の所属がある場合も，KELESに届け出るものを使用する。また，KELES入会時から年月が経って所属が変わっている場合は，学会ホームページを通して，KELES事務局に変更届を提出する。非常勤講師の場合でも（非）などとは記載しない。大学院生の場合「○○大学大学院生」とし，修士課程と博士課程の区別はしない。

なお，投稿段階では，著者名，所属ともに記載して，必要な行数を確認した後，著者名，所属を消去し，その行数分の空白行を作った上で，提出すること。

2.2 キーワード（Keywords）・SUMMARYの書き方

  キーワード（Keywords）とSUMMARYは，英文の著者名と所属のあとに，１行空白行（設定済み）→「キーワード」→Keywords→１行空白行（設定済み）→SUMMARYの順に記載する，和文原稿の場合は，日本語と英語の両方で，５つ以内で記載すること。

  SUMMARYは，和文原稿の場合は，５行以内の英文で書くこと。

3. 本文執筆の際の注意事項

3.1 書式に関する注意点

フォント，マージンほか，すべてについて，このテンプレートに従い，変更しないこと。特に，別ファイルで作成した原稿を貼付ける場合には，形式が変更されないように注意すること。

使用するフォントは，原則として日本語はMSP明朝，英語はCenturyとする。文字の大きさは，日本語，英語ともに11ポイントとする。本文に挿入される表内などでは，ポイントを落としてよいが，最小で も10ポイント以上を目安とする。
日本語の句読点は，「，」と「。」とする。英数字には半角を使用する。

ページ番号は，投稿段階では入れておく。採択が決定して最終稿を提出する際にはページ番号は消して提出すること。

3.2 原稿分量

1行38文字，1ページ40行で，原稿枚数は，「研究論文」は10ページ以上，20ページ以内，「研究ノート」は10ページ以内とする。

3.3 セクション番号とセクション名

3.3.1 セクション番号の付け方とセクション名

一番上のレベルのセクション番号のあとにはピリオドを入れ，ピリオドの後には半角１文字分のスペースを空けて，その後からセクション名を書き始める（例：3. 本文執筆の際の注意事項）。次のレベルがある場合は，そのセクション番号のあとにはピリオドはつけないで，半角１文字分のスペースを空けて，その後からセクション名を書き始める（例：3.3 セクション番号とセクション名）。さらに，下のレベルのセクションがある場合は，２つ目のレベルのセクションを表す数字のあとにはピリオドをつけ，３つ目のレベルのセクションを表す数字のあとにはピリオドをつけないで，半角１文字分のスペースを空けて，その後からセクション名を書き始める（例：3.3.1 セクション番号の付け方とセクション名）。

3.3.2 セクションのレベルの数

原則としてセクションのレベルは3レベルまでとする（例：3.3.1 セクション番号の付け方とセクション名）。

3.4 本文中の空白行と図表の表示
3.4.1 本文中に空白行を入れる場合

  前のセクションのあとに，次のセクションが続く場合は，１行分の空白行を入れる

（例：前のページの網掛け部分参照）。一番上位のセクションのあとに，下位セクションが続く場合は，空白行は入れない（例：3.4 本文中の空白行と図表の表示  と  3.4.1 本文中に空白行を入れる場合  との間には空白行がない）。

3.4.2 図表の示し方と空白行

  図や表は，本文中に入れ，中央揃えで表示し，通し番号をつける。

図や表が入る場合は，図や表の前後に１行分の空白行を入れる。

図や表が連続する場合は，図や表の間に１行分の空白行を入れる。

図や表がセクションの最後に来た場合は，２行分の空白行を入れてから，次のセクション番号と見出しを書く（例：下の網掛け部分を参照）。

表１　タイトル　（表の上に，中央揃えで表番号とタイトルを書く）
———————————————————————————————

表

———————————————————————————————

（図表が連続する場合は１行空白行を空ける）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図


図１　タイトル　（図の下に，中央揃えで図番号とタイトルを書く）
                          空白行

                          空白行

3.5 引用の方法

本文中で文献を引用または参照する場合は，APA方式に基づいて書く。和文の場合は前後の括弧は全角（）を用いる。

例：著者が１名の場合  　香川（1999），Lee（2005）

    著者が２名の場合  西田・山口（2011）

複数の研究を挙げる場合 

〇▽X□が実証されている（井本, 2002, p. 86; Swain, 2003; 山崎, 2006, p. 114）。

というように，括弧内は著者名のアルファベット順で書く。

3.6 投稿者がこれまでに書いた文献の表示法

  投稿者が書いた文献を本文中で引用する場合や，参考文献として記載する場合には匿名性を確保するために，投稿段階では以下のようにすること。

3.6.1 本文中に投稿者が書いた文献を引用または参照する場合
  本文中で，投稿者がこれまでに行った研究を引用又は参照する場合は，著者（2011）のように書くこと。また，投稿原稿の執筆者が複数の場合も同様に，著者１・著者２（2009），著者３（2010），著者２・著者３（2008）のように書いて投稿すること。

採択が決定した場合は，著者名を正しく書き，最終原稿を提出する。
3.6.2 本文中に投稿者が書いた文献を参考文献リストに挙げる場合

投稿者がこれまでに行った研究を参考文献リストに挙げる場合は，参考文献リストの最後にまとめて書くこと。その際，本文での引用または参照した場合と同様に。著者名の部分は，著者１（2010），著者２（2009），著者３（2011）…，著者１・著者２（2009），著者１・著者２・著者３（2008）のように書いて投稿すること。
採択が決定した場合は，著者名を情報を正しく書き，また正しい場所に文献を移動させて，最終原稿を提出する。具体例は，次のページの参考文献の記載例の網掛け部分を参照。
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注

1 注は，本文と参考文献の間にまとめて記載する。脚注にはしないこと。

例

1 本論文は，第○○回関西英語教育学会（△△大学）において口頭発表したものに

　加筆修正を施したものである。

2 詳しくはBates（2000）pp.54-60を参照されたい。

2 本文中での注記は，右肩上付で注をつける。
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